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ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５ 招へいプログラム 

（対象国：マレーシア，テーマ：政治）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、マレーシアから政治に関心を有する社会

人 15 名が 6 月 21 日から 6 月 30 日までの 9 泊 10 日の日程で来日し、日本の政治、社会、

歴史及び外交政策に関する理解促進や、日本の魅力等の積極的な発信を目指したプログラ

ムに参加しました。 

 

２．参加国・人数 

マレーシア 15名 

 

３．訪問地 

東京都、神奈川県、広島県、大阪府、京都府、滋賀県 

 

４．日程  

6 月 21 日（日） 

成田国際空港より入国、来日時オリエンテーション 

【最先端技術視察】日本科学未来館 

6 月 22 日（月） 

【日本理解講義】「日本の選挙制度と政党政治」（政策大学院大学 増山幹高副学長） 

【視察】国会議事堂衆議院 

6 月 23 日（火） 

【視察】江戸東京博物館、浅草寺、秋葉原 

 

6 月 24 日（水）～6月 28日（日）地方へ移動、各地方を訪問 

広島県：【視察・意見交換】原爆ドーム、平和記念資料館、被爆体験伝承者の講話及びディ 

スカッション、マツダ株式会社、マツダミュージアム 

大阪府：【視察】大阪城、パナソニックセンター大阪 

京都府：【視察】金閣寺 

滋賀県：【交流】高島市議会議員との交流会、地域の方々との交流、民泊 

【文化体験】くつきの森散策、箸作り体験、餅つき体験、書道体験 

【視察】針江生水の郷（川端（かばた）） 

ワークショップ（報告会準備） 

 

6 月 29 日（月）東京へ移動 

【視察】松下政経塾・意見交換、報告会（訪日成果・帰国後活動計画発表） 

6 月 30 日（火）成田国際空港より出国 
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３．ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５プログラム記録写真  

マレーシア（政治）訪日団の記録 

 
6/22【日本理解講義】「日本の選挙制度と政

党政治」（政策大学院大学 増山幹高副学長） 

（東京都） 

6/22【視察】国会議事堂衆議院（東京都） 

  

6/24【視察】平和記念公園（広島市） 6/25【地域産業視察】マツダ株式会社 

（広島市） 

  

6/26【最先端技術視察】パナソニックセンタ

ー大阪（大阪市） 

6/26 高島市議会議員との交流（高島市） 
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6/27【視察】くつきの森（高島市） 6/29【視察】松下政経塾・意見交換 

 

４．参加者の感想   

◆日本滞在中で最も印象深かったのは、先進技術・清潔さ・日本文化・日本人の礼儀正しさです。

新幹線での経験は驚きでしたが、時間にはお金がかかっているのだと思います。どこへ行っても、

日本の方は暖かく迎えてくれました。皆さんとても親切で色々と助けてくれました。通りやトイレが

きれいな事は、人々に教育が行き届いている証しだと思います。日本文化や訪問した各所も魅力

的でした。知りたかったことが多々あり、ちょっと時間が足りない気がしました。日本について理解

するためには、日本人と交流する時間がもっと必要だと強く感じました。 

帰国後は、友人に直接あるいはフェイスブックのようなソーシャルメディアで今回の訪日のこと

を伝えようと思います。文化・礼儀正しさや時間励行のような良い習慣は広く知らせるべきです。

美味しい食事のことも忘れずに友人に伝えます。将来機会があれば、是非再来日したいと思いま

す。 

 

◆最も印象深かったのは、広島原爆被災地でのボランティアガイドの方です。被爆者の方で、5 歳

の時に被爆したそうです。私はその方に原爆投下についてアメリカを憎んでいますかと質問したと

ころ、驚いたことに「何故アメリカを憎まなければならないのですか。」と聞き返してきました。そして、

「原爆投下は軍事行動なので、私達市民は政府もアメリカも憎むべきではない。」 という答えでし

た。私は彼の寛大な心に感銘を受けました。そして、広島で起きた事が人類史上で二度と繰り返

されない事を心から祈念します。 

 

◆日本で広く行われている慣行が強く印象に残りました。礼儀正しさは称賛に値するレベルであり、

日本が生活上の多くの分野で成功した理由の一つだと確信しました。人々は一般に大変勤勉で

あり、仕事・学校・政治等何をするにも専門的です。 

日本は清潔であり、整理整頓が行き届いています。人々は自分の家やレストラン、ホテルの手

入れを大変良くしています。大阪の繁華街の通りでも、夜中 12 時には清掃されています。そして、

その他の場所も非常にきれいに保っています。 
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５．参加者の帰国後の発信内容 

  

日本での気づき アクションプラン 

  

アクションプラン Facebook 発信 

  

Facebook 発信 Facebook 発信 

 


